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１ はじめに 

 本委員会は「赤磐市赤坂中学校区における小学校統合準備委員会設置条例」

に基づき、令和５年１０月２６日に第１回小学校統合準備委員会が開催され、

赤磐市教育委員会から以下の内容の諮問を受けた。 

 

（１）統廃合により設置される学校に関する事項 

ア 設置場所及び名称について 

イ 校歌、校章、開校式典等について 

ウ 運営及び教育計画について 

 エ 通学方法について 

 オ ＰＴＡの運営及び地域との連携活動について 

（２）統廃合により廃止される学校に関する事項 

 ア 歴史及び伝統の保存について 

 イ 閉校式典について 

（３）小中一貫教育に関する事項 

（４）前各号に掲げるもののほか、統合に関し必要な事項 

 

 本委員会ではこの諮問を受け、令和７年７月２５日までの間に１２回の準備

委員会を開催した。 

 児童数の減少が著しい赤坂地域の現状を踏まえつつ、「活力ある学校づく

り」、「心身ともにたくましい子どもの育成」、「指導体制の充実」等の視点

から小学校の適正規模・適正配置について丁寧に議論を重ねてきた。 

 本委員会は今までの審議内容等を踏まえ、小学校の適正配置に関すること、

学校統合の在り方について、以下の通り答申する。 
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２ 赤坂地域の小学校統合に関する答申 

< 第１次答申（令和６年２月３日） > 

・３校を１校に統合することとする。  

・統合小学校の設置場所を石相小学校の施設とすることとする。 

・統合準備委員会内に「学校運営」「教育課程」「地域連携」の部会を設置

し、自然環境や地域と学校のつながり、交通事情の不安の解消等を含めた

インクルーシブな学校づくりの詳細について協議することとする。 

要望事項 

 ・当委員会において出された意見を尊重すること 

 ・児童、保護者の思いを尊重した学校づくりを進めること 

 

 

< 第２次答申（令和６年９月９日） > 

３校を１校に統合した新しい学校の校名は「赤坂小学校」とする。 

 

 

< 最終答申（令和７年７月２５日） > 

（１）統廃合により設置される学校に関する事項 

 ア 設置場所及び名称について 

  統合小学校の設置場所は、第１次答申で示した。学校の名称は、第２次答

申で示した。 

（補足説明） 

本委員会での協議を踏まえ、統合する小学校の設置場所は石相小学校がよ

いという意見にまとまった。 

 学校名は２度の地域アンケートを実施し、その結果を踏まえ「赤磐市立赤

坂小学校」にすることに決定した。 

 

 

イ 校歌、校章、開校式典等について 
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校歌は統合校に関係のある人の思いや願いを踏まえ、開校までに制作でき

るようにする。 

校章は次のデザインとし、校旗並びに校章旗を製作する。 

開校式は統合小学校の始業式の日に行う。 

（補足説明） 

  校歌の作詞・作曲にあたり、赤坂中学校ブロック校園長会で、市内小学校

に勤務する福田維子氏に依頼することを決め、本委員会で了承された。依頼

に先立ち「校歌に入れたい歌詞・フレーズ」を幅広く募集し、応募された歌

詞やフレーズを取りまとめ、福田氏に作詞・作曲を依頼した。 

  校章のデザインについては、市内外を問わず幅広く募集を行った。本委員

会で選定した３点の候補の中から、石相小学校、軽部小学校、笹岡小学校の

全校児童の投票により校章を決定した。 

  開校式については、令和８年度１学期始業式の前に、赤坂小学校で行う予

定で準備を進める。 

 

 

ウ 運営及び教育計画について 

誰一人取り残されないインクルーシブな学校づくりを目指し、これまでの

学校教育の在り方にとらわれず検討、工夫を行うとともに、石相小学校、軽

部小学校、笹岡小学校のそれぞれの取り組みを生かし、子ども、保護者、地

域と丁寧な対話を行いながら教育活動を進める。 

（補足説明） 

  次の図にあるような設立理念、学校教育目標・目指す児童像、育てたい力

を踏まえた多様な子どもを包摂するインクルーシブな学校を目指し、これま

での学校教育の在り方にとらわれず「居場所・環境づくり」、「心・仲間づ

くり」、「学習・授業づくり」の 

視点から具体的な取り組みを推進 

する。そして、子どもたちが「認 

め合う・つながる・創り出す」こ 
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とを大切にしていける学校づくりを目指す。そのために、石相小学校、軽部

小学校、笹岡小学校それぞれのよさを大切にしながら、子ども、保護者、地

域と協働できるよう、丁寧な対話を行い、赤坂小学校の教育活動を進めてい

く。 

 

 

エ 通学方法について 

軽部小学校区域及び笹岡小学校区域の児童はスクールバスの乗車対象とす

る。 

（補足説明） 

  赤磐市遠距離通学支援要綱をもとに、通学方法について協議を進めた。保

護者に対するアンケートの実施や直接話を聞く中で、統合前よりも通学距離

が延び、また不慣れな通学路を通学することへの安全面での不安や通学負担

増加に対する懸念が確認された。 

本委員会では、小学校統合のため統合前の通学条件より統合後の通学条件

が不利となる地区の児童はスクールバスの乗車対象として扱うことが望まし

いと考え、軽部小学校及び笹岡小学校区域の児童はスクールバスの乗車対象

とすることにした。 

 

 

 オ ＰＴＡの運営及び地域との連携活動について 

ＰＴＡもしくは保護者と教職員が協力する組織を立ち上げ、子どもの健全

育成を支援することができるようにする。 

学校運営協議会を組織し、地域と一体となって特色ある学校づくりを進め

ることができるようにする。 

（補足説明） 

  各校でＰＴＡ組織について協議し、赤坂小学校でも保護者と教職員が協力

して、子どもたちの健全育成を支援することが望ましいという結果になった。

赤坂小学校の開校を機に、地域学校協働本部を立ち上げ、地域と学校が相互
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に連携・協働して地域学校協働活動を充実させていく。 

  また、赤坂小学校に学校運営協議会を設置する。赤坂小学校と赤坂中学校

と合同組織にすることで、小中連携の視点から学校運営に地域の声を積極的

に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていく。 

 

 

（２）統廃合により廃止される学校に関する事項 

ア 歴史及び伝統の保存について 

統合する３小学校の特色ある歴史や伝統に関する資料は、可能な限り赤坂

小学校で保存し、必要に応じて公開できるようにする。 

（補足説明） 

  統合する石相小学校、軽部小学校、笹岡小学校の歴史や伝統に関する資料

は、赤坂小学校で保存する。赤坂小学校内にメモリアルスペースを設け、３

校のそれぞれの貴重な品々を適切に保管するとともに、必要に応じて公開で

きるようにする。 

 

 

イ 閉校式典について 

統合に係る閉校式は、統合する３小学校合同で行う。 

（補足説明） 

  統合に係る閉校式は、石相小学校、軽部小学校、笹岡小学校の３校合同の

閉校式を行う。在校生、教職員が参加し、お世話になった地域の代表の方等

も来賓として招待する。また、今年度の卒業生については参加を認めること

とする。 

 

 

（３）小中一貫教育に関する事項 

小学校と中学校で系統的・継続的な教育を充実させるために、中学校と積

極的な連携を図る。 
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 （補足説明） 

  将来的に赤坂小学校と赤坂中学校を統合して、義務教育学校を設立する計

画があることを踏まえ、小学校・中学校の９年間で系統的・継続的な教育を

充実させる。そのために、児童生徒の交流や教職員交流を行い、中学校との

積極的な連携を図る。 

 

（４）前各号に掲げるもののほか、統合に関し必要な事項 

閉校後の小学校跡地利用については、地域振興などを目的に地域の方の意

見を尊重しながら、関係部局で計画を推進していく。 

本答申を出した後、赤磐市教育委員会が部会での協議・検討を必要と判断

した場合は、各部会ワーキンググループを開催することとする。 

 

 

３ おわりに 

 本答申では赤坂地域の小学校の統合の方針を示した。 

本委員会としては、赤坂地域の学校で学ぶ子どもたちの教育環境がよりよい

ものになること、よりよい教育が受けられるようになることが最も重要である

という考えに立って検討を進めてきた。 

この答申を受けた赤磐市教育委員会においては、この答申を尊重し、小学校

統合に向けて具体的な取り組みを進めていただくとともに、関係機関が一体と

なって将来を担う子どもたちの良好な教育環境の実現に向けて努力することを

切望する。また、子どもや保護者をはじめとした地域の方々への説明の機会を

設けるとともに、よりよい教育の在り方を検討、工夫するための丁寧な「対話」

を行いながら進めていただきたい。 

 この答申ならびに本委員会で出された多くの意見が、新たな学校の実現を通

して次世代を担う子どもたちの豊かな成長を支え、赤磐市の輝かしい未来を創

り出すための指針の一つになることを期待する。 
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